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1．はじめに
本学スポーツ健康科学部で開講されている野外運動実習（キャンプ）（以下、キャンプ）は教職課程科目


















表 1 は、2016 年度のキャンプの概要を示したものである。履修学生を第 1 クール・第 2 クールに分
類し 2 期制でキャンプを開講している。学生を 2 分する際、機械的に振り分けることで仲の良い者同士
で集まることを防ぐように心がけている。これは、普段の学校生活において関わりの少ない者同士をグルー
プにすることで、集団における望ましい態度と役割意識を持たせることを意図している。各学生には班ご



















































































調査対象者は、キャンプに参加したスポーツ健康科学部 3 年生 91 名（ 4 年生 1 名を含む）である。
データの収集は、実習参加による学生の教師効力感の変容を確認するために実習開始前の事前調査（以
下、pre）、および実習終了後の事後調査（以下、post）の 2 回の質問紙調査を実施した。pre は、入
所式の際に現在の心境を率直に答えるように促した上で質問紙への回答を求めた。post も同様の注意
事項を促したうえで、退所式において質問紙調査を実施した。有効標本は、教員免許取得を目指してい
















する上で求められる自信」と解釈することができる。先行研究 7）に倣って 14 項目を 2 因子に分類し、
各因子の内的整合性を確認するためにクロンバックのα係数を算出した。preでは、個人的教授効力感（ 8
項目）、一般的教育効力感（ 6 項目）共にα係数の値が低い結果であったが、post において十分な値を































3.12 0.87 3.56 0.79
3.32 0.82 3.73 0.79
3.59 1.03 3.69 0.93
3.25 0.73 3.53 0.82
 3.48 0.94 3.63 0.94
2.32 0.93 2.58 0.84
3.22 0.69 3.59 0.72





2.35 0.85 2.19 0.82
 2.32 0.89 2.05 0.79
2.26 0.95 2.12 0.86
2.23 0.87 1.84 0.75
2.49 0.92 2.35 0.98
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